
フランスにおける教員給与

大阪経済大学　高津芳則

On the Wage System of Teachers in France

Yosh inori TAKATSU

はじめに

フランスにおける公立学校(保育学校(2-3歳か

ら6歳)り｣､学校5年間･中学校(コレージュ) 4年間･

高校(リセ) 3年間･大学･グランゼコールなど)の

教員は､すべて国家公務員であるoそのためフランス

文部省は､もっとも多くの公務員をかかえる官庁と

なっている｡

幼稚園からリセまでのすべての教員は､現在､ IU

F M (institut universitaire de formation ma了tres :大学付

設教員養成部)での教育を受け､正式任官されているo

IUFMとは､ 1989年7月10日教育基本法によって

創出された､大学附置の教員養成機関で､ 91年より各

大学区ごとに置かれている｡

それまで､初等教育(保育学校り｣､学校)の教員(節

範学校出身)は､ instituteur (男性教員) ､ institutrice (女

性教員)とよばれ､中等教育｢教授｣ (professeurs)と

は区別されていた｡しかし､ I UFMにおいて､統一

的に初等中等教育教員を養成するという制度にしたた

め､その後の初等教育教員は､professeur des ecoles (ノト

学校｢教授｣)という名称になり､給与体系も中等教育

｢教授｣ (certirlis:セルティフイエ)と一本化された｡な

お､中等教育教授には､セルティフイエのほかに､上

級資格であるアグレジェ教授(Agregis:アグレガシオ

ン競争試験合格者)もおり､セルティフイエ教授とア

グレジェ教授の給与指数(後述)は別になっている｡

2003年段階で､全初等学校教員385200人のうち､

instiluteurs (-tric°s)は､ 1/3を占めているが､ 2012

年にはいなくなるといわれている日｡なお､中等教育

教授セルティフイエは､およそ370000人､中等教育教

授アグレジェは､ 54000人で､セルティフイエがその

大部分を占めている(2003年)｡本稿では､小学校教

授､中等教育教授セルティフイエ･アグレジェの給与

に限定し説明する｡

なお日本語として､便宜上､初等中等教育の教師に

ついて､教授という用語は使わず､教員(教師)と訳

して説明する｡

フランスでは､バカロレア(大学人学資格)合格後､

高等教育は､第1期課程2年(大学一般教育修了証:

dip16me d'etudes universitaires genirales) ､第2期課程

(学士1年､修士1年)､そして第3期課程(博士課程

登録のための資格取得準備あるいは高度職業人のため

の資格取得のための1年間､そして博士課程を含む)

に区分されている｡ IUFMは､学士号取得(大学3

年間の学習)後､書類･面接選考によって入学を許可

される｡最初の1年次は､教員採用のための競争試験

準備を中心とした学習をし､合格した者は2年次にす

すめる｡もちろん､試験はIUFMl年次出身者に限

定されていない｡ 3-4割の受験者が､ IUFMl年

次を経験していない学士あるいは修士号取得者などで

ある｡

教員採用試験に合格すると､ I UFM2年次生とな

る｡ここでは試補教員として位置づけられ､公務員給

与俸給表にしたがって給与が支給される｡試補教員

は､現場の教育実習を中心とした学習経験を積み､そ

の後正式任官される｡

つまり正式任官までは､最短で､大学入学後5年間

を要することになる｡しかし､日本の教員養成との比

較で､これをもってフランスでは初等･中等教育の教

員養成を､大学院レベルで行っていると一概にいえる

かどうか疑問である｡フランスでも､日本と同様に実

質的採用試験は､大学入学後4年目に行われる｡合格

後は､ I UFM2年次生となるが､身分は学生ではな

く､試補教員として､公務員給与俸給表にもとづく給

与が支給される｡そして試補教員としての学習の中心

は､学校現場での実践的教育実習になる｡これは､日

本の現行の教員採用試験(大卒)､および､その後の初

任者研修1年間という制度と比べて､大きく異なると
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<表1>　指数俸給表
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等級 儿�,ｩ9从��特別等級 ��普通等級 �<�¥ｩ9从��

中等教育教員 �(i9仆8支ｻ8蹴�アグレジェ1次試 傅ﾈｧxﾕｨｻ8蹴�小学校教員 
アグレジェ �4�4�8ﾈ5x4b�2回合格者 �(i9仆8支ｻ8醜5ｨ8ｸ6X4(7H484r��i6ｸ轌;��ｩnX蹴��9yﾘ轌;��ｩnX蹴�中等教育教員セルティフイエ 生徒指導専門員 進路指導.情報センター長 

1 �3ビ�657 �3cR�348 鼎釘�

2 鼎3R�695 �3湯�375 鉄S��

3 鼎sr�733 鼎#��394 田���

4 鉄�r�782 鼎C��415 田C��

5 鉄32�820 鼎c��438 田釘�

6 鉄�"�A 鼎湯�466 都C��

7 田3B� 鉄#b�494 都�"�

8 田�2� 鉄cb�530 ��

9 都32� 田���566 ��

10 都�"� 田Sr�611 ��

ll 塔#�� 田ビ�657 ��

はいえないようである｡

Ⅰ　指数による俸給表

公務員は､ 1946年以後､受験資格によって4つのカ

テゴリーに分けられている｡ Aは､大学卒(上級)､ B

は､大学人学資格(高校終了)であるバカロレア取得

(中級)､ Cは､中等教育終了(初級)､ Dは､無資格(初

級)であるo給与は､指数で区分される公務員俸給表

(grilleindiciaire)によって割り当てられている｡基本

給の決定にあたっては､ 1946年10月19日法により､

｢公務員高等評議会の勧告後､閣議で定され､ 2年間継

続となる最低生活費の120%を下回らないように支給

する｣と定められた｡しかし実際には､生活最低費は

公式に定められたことはなく､税金控除の最低限に位

置する金属業労働者給与が､公務員給与計算のため

に､その代わりになったというo制度や数字は修正さ

れてきたものの､現在も同じ原理と規則のもとで公務

員給与が定められている｡正規教員は､もちろんカテ

ゴリーAに属する｡

教員に適用される現在の指数俸給表は､<表1 >で

ある(主要なものに限定)Cこれは､教員の基本給を決

める指数俸給表であるQ数字は､指数(indices)と呼

ばれるo政府は､ ｢指数基礎｣ (baseindiciaire)といわ

れる､ ｢100指数｣の金額を決定する｡そして教員の基

本給年額は､以下の計算で決まる｡

基本給年額-指数基礎(100指数) ×指数

×1/100

そして

基本給月額-基本給年額÷12

となる｡

小学校教員､中等教育教員(セルティフイエ･アグ

レジェ)は､それぞれ普通等級からスタートするが､ 7

等級段階以降､一定の要件を満たせば特別等級表-の

移行ができる｡

なお､<表1 >の｢アグレジェ1次試験2回合格者｣

というのは､日本語訳としておかしいようでもある

が､原語は､ Bi-admissiblesであるo Bi-admissiblesは､

固有の職団を構成しているわけではなく､通常の中等

教員身分規定にしたがうセルティフイエ中等教育教員

であるo Lかし普通等級の給与等級とは別に､セル

ティフイエ教員よりは､若干高めの給与等級の恩恵を

享受している｡ Bi-admissiblesには､中等教育教員資格

セルティフイエを現在有し､ 2回､アグレジェ第1次

試験に合格しているものが位置づけられる｡もちろ

ん､アグレガシオンの教科は何であってもよいとされ

ている｡

<表2-1>は､普通等級における等級昇級のス

ピードを表している｡毎年度定期昇給するのではな

く､それぞれの等級水準にとどまる期間が定められて

いる｡ 1等級であれば､ 3カ月後には､ 2等級に昇級

できるということを意味している｡また､勤務評価と

年齢を考慮し､上級選抜(Grandchoix)､選抜(Choix)､

年功(Anciennete)による昇進に区分されているo <表

2-2>は､特別等級における等級昇級にスピードを

表している｡アグレジェの特別等級5以降は､特別指

数表Aに移るo Al (指数880)､ A2 (指数815)､ A

3 (指数962)という3ランクを含み､毎年自動的に

昇級するD

小学校教員の勤務評価(notation)では､勤務評価権
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<表2-1 >普通等級昇級

等級 傴虻��

上級選抜 ��僵"�年功 

1 �85�ﾈ��3ケ月 �85�ﾈ��

2 祷5�ﾈ��9ケ月 祷5�ﾈ��

3 ��D��1年 ��D��

4 �)D��2年6ケ月 �)D緝5�ﾈ��

5 �)D緝5�ﾈ��3年 �9D緝5�ﾈ��

6 �)D緝5�ﾈ��3年 �9D緝5�ﾈ��

7 �)D緝5�ﾈ��3年 �9D緝5�ﾈ��

8 �)D緝5�ﾈ��4年 的D緝5�ﾈ��

9 �9D��4年 添D��

10 �9D��4年6ケ月 添D緝5�ﾈ��

ll 辻�- 辻�

<表2-2>特別等級昇級
等級 �4�4�8ﾈ5r�小学校教員 

セルティフイエ 

進路指導.情報センター長 
1 �)D緝5�ﾈ��2年6ケ月 

2 �)D緝5�ﾈ��2年6ケ月 

3 �)D緝5�ﾈ��2年6ケ月 

4 �)D緝5�ﾈ��2年6ケ月 

5 的D��3年 

6 ��3年 

7 �� 

限が当該区域の国民教育視学官の報告にもとづく大学

区視学官に属する｡校長には評価権がない｡校長は､視

学官の視察のおり協力することができるとされるのみ

である.視学官の勤務評定は､教育指導評価(notation

pedagogique)だけが認められている｡服務評価

(notation administrative)は､小学校教員には存在しな

い｡

中等教育教員の勤務評価は､ 2重の評価制度になっ

ている｡ 1つは､服務評価であり(0-40点)､もう

1つは､教育指導評価(0-60点)である｡合計は､

0-100点となる｡ 0-40点の服務評価は､毎年､大

学区長が､学校長の上申にもとづいて行う｡校長の上

申は､評価される当事者との対話を前提としなければ

ならないとされる. 0-60点の教育指導評価は､セル

ティフイエ教員に対しては､各教科担当の地域圏視学

官が､アグレジェ教員に対しては､総視学官が担当し

ているが､多くの場合､地域圏教育視学官が､学校訪

問して評価を行い､報告書を作成するという2)｡

勤務評価や年齢等を考慮し､上位30%が上級選抜､
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50%が選抜､残り20%が年功による昇進となる｡なお

必ず最低1回は､上級選抜あるいは選抜となることが

できるとされている｡

指数俸給表にもとづく給与の支給は､試補教員(I

UFM2年次生)よりはじまるoフランスでは､ 9月

1日から8月31日までが年度となる｡そのため､2006

年2月現在､試補教員として教育実習等に取り組んで

いるものは､昨年秋(2005年9月)より給与支給を受

けている｡彼らは､2005年9月1日から11月30日ま

では､ 1等級､指数348だった｡2005年12月1日から

2006年8月31日までは､ 2等級で､指数375となる｡

そして正式任官される2006年9月1日から1年間

(2007年8月31日)までは､全員が､ 3等級の指数394

となる｡その後は､上級選抜､選抜､年功の分類にし

たがって､給与に格差がついていく｡とはいえ､ 4等

級の場合､上級選抜に対して､選抜あるいは年功に分

類された教員の昇級は､ 6カ月遅れるだけである｡

なお､試補教員の場合､さまざまな手続きを経て給

与の基礎となるデータ情報が作成されるまでの間､時

間がかかる｡そのため､給与の正確な計算ができるま

でということで､9月のおわり頃に基本給80%の給与

前払いの権利を有する｡そして､ 10月末に給与調整さ

れるとなっている｡しかし現実には､多くの場合試補

教員は､ 10月半ばごろに､最初の前払い給与を受け取

り､ 11月末に正規給与を受け取っているという3)｡

Ⅱ　基本給

基本給は､政府が毎年決定する｢指数基礎｣の金額

で決まる｡ 2005秋の時点で､

指数基礎× 1/100-53.2847ユーロ

である｡ 2005年9月より試補教員になったものは､

最初の3ケ月間､ 1等級･指数348に位置づけられる

から､ 2005年11月までの3ケ月間の基本給月額は､

基本給月額- 53.2847 (指数基礎×川00)

×348(1等級指数) ÷12 (月数)

つまり､基本給月額は､ 1545.26ユーロ(およそ21

万6336円: 1ユーロ-140円で計算｡以下同じ)とな

る｡2005年12月から2006年8月までの9ケ月間は､ 2

等級･指数375となるので､基本給月額は､1665.15ユー

ロ(およそ23万3121円)となる｡

2006年9月以降､正式任官されたあとの1年間は､

3等級･指数394となるので､基本給月額は､ 1749.51
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<表3>指数に対応する基本給月額等 
全国教職員共済組合員 劍��,x.���ﾃ"�#�8h�ｸ8ﾒふ3#�冷��

指数 舒馮ｸｸｸﾈ隗｢� �5ﾘ�ｸ93��ゾーン2 �5ﾘ�ｸ932�子ども2人 剋qども3人 剋qども1人追加 

ユ-口 �隲x蠅�ユ-⊂】 �8bﾘﾏｲ�ユ-ロ �8bﾘ���円換算 �8bﾘﾏｲ�円換算 �8bﾘ8ﾒ�円換算 

295 ��3�偵�"�183389 ����B繝b�ー082.54 ��ｳ�s��3��70.35 涛イ��174.38 �#CC�2�ー23.93 ��s3S��

296 ��3�B�3b�184010 ����ゅC��ー086.18 ��ｳ�sR����70.35 涛イ��ー74.38 �#CH�ｳ2�123.93 ��s3S��

320 ��C#�纉2�198930 ���ィ縱b�1160.97 ���C偵���70.35 涛イ��ー74.38 �#CC�2�123.93 ��s3S��

330 ��CcR�32�205146 ��#(爾縱��1197.26 ���ィ纉��70.35 涛イ��174.38 �#CC�2�123.93 ��s3S��

338 ��S��繝R�210119 ��#S�ﾃB�ー226.28 ��ｳ#�2縱"�70.35 涛イ��ー74.38 �#CH�ｳ2�123.93 ��s3S��

34ー ��X�ｳB��r�211984 ��#c"絣�1237.16 ��ｳ##B紊��70.35 涛イ��ー74.38 �#CH�ｳ2�123.93 ��ｳs3S��

348 ��SCR�#b�216336 ��#モ紊"�ー262.55 ��ｳ#C偵c"�70.35 涛イ��174.38 �#CC�2�123.93 ��ｳs3S��

358 ��Sヲ緜b�222552 ��ｳ3#R紊R�1298.84 ��ｳ#コ經B�70.35 涛イ��174.38 �#CH�ｳ2�123.93 ��ｳs3S��

359 ��S釘���223174 ��ｳ3#偵�R�ー302.47 ��#ヲ��2�70.35 涛イ��174.38 �#CH�ｳ2�123.93 ��s3S��

365 ��c#�縱B�226904 ��ｳ3X爾�3b�1324.24 ��ｳ3��緜r�70.35 涛イ��174.38 �#CH�ｳ2�123.93 ��s3S��

375 ��ccR��R�233121 ��ｳ3モ�3��1360.51 ��3Cb經��70.35 涛イ��174.38 �#CH�ｳ2�123.93 ��s3S��

378 ��csゅCr�234986 ��3湯絣�1371.4 ��3Sr�3R�70.35 涛イ��174.38 �#CC�2�123.93 ��s3S��

393 ��sCR��r�244310 ��ｳCSR��2�1425.82 ��C���#"�70.35 涛イ��174.38 �#CC�2�123.93 ��s3S��

394 ��sC偵S��24493ー ��CSゅs2�1429,44 ��ｳC�B繝��70,35 涛イ��174.38 �#CC�2�123.93 ��s3S��

399 ��ss�縱"�24804ー ��Csr�#B�1447.59 ��C3"縱b�70.35 涛イ��174.38 �#CC�2�123.93 ��s3S��

414 ���3ゅ3"�257365 ��S3"縱��1502.01 ��Cッ緜2�70.35 涛イ��174.38 �#CC�2�123.93 ��s3S��

415 ��ツ"縱b�260786 ��S3b紊��1505.64 ��C���#"�70.35 涛イ��174.38 �#CC�2�123.93 ��s3S��

420 ��ツB纉b�261094 ��SSB纉��1523.78 ��S�ゅ�r�70.35 涛イ��174.38 �#CC�2�123.93 ��s3S��

433 ���#"緜��269177 ��c�2ﾃ�2�1571.94 ��SSB繝R�70.35 涛イ��l74.38 �#CC�2�123.93 ��s3S��

435 ���3�經r�270420 ��c��經2�1578.2 ��Sc"��B�70.35 涛イ��174.38 �#CC�2�123.93 ��s3S��

438 ��鼎B繝��272285 ��c#�緜2�1589.09 ��ｳSs"繝��70.35 涛イ��174.38 �#CC�2�123.93 ��s3S��

441 ��鉄ゅ#��274149 ����c3"縱B�1599.97 ��S�2經��70.35 涛イ��174.38 �#CH�ｳ2�123.93 ��s3S��

456 �#�#B繝"�283475 ��ｳcモ�#��1654.38 ��c3r紊B�71.41 涛涛r�177.23 �#C��"�126.06 ��scC��

457 �#�#偵#b�284096 ��ｳc��纉��1658.02 ��cC���2�71.55 �����r�177.58 �#Cツ��126,33 ��scッ�

466 �#�c偵#"�289691 ��s#R�2�1690.67 ��cs2�3R�72.75 ����コ�180_78 �#S3���128.72 ����#��

468 �#�sゅ��290934 ��s3"縒�1697.92 ��c��經2�73.01 ���##��181,49 �#SC���129.26 ����澱�
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ユーロ(およそ24万4931円)､そして正式任官2年目

は､ 4等級･指数415となるので､基本給月額は､

1862.76ユーロ(およそ26万786円)となる.

指数と基本給月額などを示した表が<表3>であ

る｡指数､および､それに対応する基本給月額(ユー

ロおよび円換算)を一覧表にしている｡さらに､全国

教職員共済組合分担金を支払っている教員の､居住地

区手当(ゾーン1-3)ごとに､基本給月額(ユーロ)

を並べている(この部分は日本円に換算する数字を書

いていない)o　この居住地区手当(lndemmiti de

residence)は､住居手当(indemnjtide logement)とは

別物である｡居住地区手当は､第2次世界大戦後に､フ

ランスの市町村(コミューン)間の生活費における差

異を補償するために導入された手当である｡最初は､

6つの地域区分があったが､労働運動の成果もあっ

て､この数は3つになったというC居住地区手当は､基

本給の割合で決まる｡ 1997年3月1日以来､居住地区

手当は次の割合になっている｡

ゾーン1 :基本給の3%

ゾーン2 :基本給の1%

ゾーン3 :基本給の0%

この居住地区手当は､すべての国家公務員(正規職

員､試補職員､非正規)に支払われ､退職者には支払

われていない｡

現在(2005年)､実質的に支払われている給与月額

は､諸手当がついて､指数計算による基本給月額の1

割～2割り増し程度といわれているCなお教員の諸手

当については､稿を改めるが､ここで､社会保障法に

もとづく家族諸手当(les allocations familiaJes :妊娠

4ケ月日から支給)とはことなる給与家族補助

(supplement fami一ial de traiternent)について説明するQ

これは､指数表にもとづく基本給と連動する家族補助

で､扶養対象の子どもに関わる補助である｡扶養義務

をもつ子どもの誕生から支給されるが､<表4>のよ

うに､子どもに人数に対応して､固定部分と基本給比

例部分からなるo　比例部分は､最低指数が448､最高

指数が716と定められている｡そのため､子どもが2

<表4>　　給与家族補助
扶養子ども数 侘Y.浦IZ｢�円換算 舒馮ｸｸｹNI~�YIZ｢�

1 �"�#�8h�ｸ8ﾒ�321円 ��

2 ���緜x8h�ｸ8ﾒ�1494円 �2R�

3 ��R�#H8h�ｸ8ﾒ�2134円 唐R�

子ども追加 釘經x8h�ｸ8ﾒ�640円 澱R�
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人以上いる場合､ <表3 >の指数441までは補助金額

(固定部分+比例部分)が一定となっており､指数が上

がるごとに､補助金額が増加するようになる｡そして

指数733以上で上限一定となる｡

まとめにかえて

公務員給与が､共通の指数を基礎に計算されている

ということは､同じ公務員の異業種との比較がしやす

いともいえる｡ただし､単純な比較ができないような

諸手当が存在することも注意する必要がある｡しかし

指数を見ることで､教師の仕事や専門性がフランスに

おいて､どのように位置づけられているか､ひとつの

目安になるであろう｡これは､ ｢差異｣の視点である｡

しかしそれとともに｢共通｣の視点も存在する｡公務

員給与が指数によって位置づけられ､具体的な給与金

額は､政府決定の金額(100指数)を乗ずることによっ

て決まるということは､全公務員の利害が､ここでは
一致していることを意味する｡公務員給与引き上げの

ためには､手当改善をのぞくと､指数表点数の改定と

いう方法と､ 100指数の改定というふたつの方法があ

る.当該職種の地位引き上げに限定される指数表点数

改定は､当該職種(たとえば教育公務員)だけの要求

という形をとる｡しかし､ 100指数の水準改定は､公

務員準拠の民間労働者を含んで､全公務員の一致した

賃上げ闘争を組むことを可能にする｡これは､全労働

者の生活保護にとって､最大の保障となる｢連帯｣を

つくりやすいということを意味する｡

フランスは､1980年代以降地方分権的施策を展開し

てきているが､それでも他国との比較でいえば､いま

でも中央集権的制度の強い国であるといわれている｡

しかしそれから直ちに､国家統制や官僚統制をイメー

ジすることは誤りであろうo教員組合には､スト権も

認められている｡そのような中での統一的給与システ

ムは､教育公務員が他の公務員･民間労働者と連帯す

る可能性を保障しているといえるのではないだろう

か｡

最後に､最近の教職員組合(SNES:Syndicat national

des enseignements de second degre)の給与に関わる主

張を､以下に紹介する4)0

ここ数年､公務員給与の目減り(購買力低下)が問

題となり､ 2004年秋､政府は､公務員給与の1%増額

を決定した｡しかしこの程度の増額に納得しない労働
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組合は､2005年1月20日､ 2月5日､ 3月10日と連

続して全国統一ストデモをおこなった｡労働組合側

は､公務員･民間のサラリーマン給与の購買力を考慮

した要求で一致していた｡政府の給与引き上げプラン

は､再検討されることになったが､しかし､さらに政

府の対応に納得できない組合側は､2005年秋以降デモ

やストを計画することになった｡

労働組合が問題にする指数計算給与の購買力は､

1982年度を100とすると､ 1991年度に総額で90を割

り込み､実質賃金ベースでは､85まで落ち込んでいる｡

そして2000年以降連続して低下傾向を示し､ 2005年

度は､総額でおよそ85､実質賃金ベースで77-78程度

となっている｡

国内総生産(PIB)における公務員給与の割合は､

】999年度に4.34%であったが､ 2004年度には､ 4.06%

にまで落ち込んでいる｡これは政府が､とりわけ公務

員給与の引き下げによって､行政や国民サービスなど

の支出(国家財政)を縮小してきていることをあらわ

しているという｡

指数計算部分の給与が相対的に低下する中､一方

で､給与に占める諸手当の比重が高まってきている｡

公務員全体における指数計算給与における諸手当の割

合は､ 1999年度17%程度であったが､ 2004年度は20

%にまで上昇している｡

そのため組合側は､2000年以降の急速な購買力低下

を回復させるため､ 5%の緊急給与引き上げと､購買

力比較にもとづく抜本的給与増額を政府に求めてい

る｡

<注>

I ) rEtudlant, Les metlerS de l'enseignement, Edition 2004-2006,

2004, p.34.

2) 2005年11月､本研究の資料収集でお世話になった､パリ

13区･ロダン高校の数学教師(セルティフイエ)オリビエ･

サルラン(01ivierSarlin)によると､彼自身の勤務評定で

は､校長評価をもとにした服務評価は毎年提出されるもの

の､視学官による教育指導評価は, 7-8年前､彼に対し

て行われた評価点がそのまま現在も使われているという｡

それは､パリ地域で､高校数学教師-の勤務評価を行う視

学官が､そもそも2-3人しかいないためだという｡もし

教育指導評価点を更新したい場合は､彼自身が視学官に対

して､ ｢勤務評定の視察に来てほしい｣という手紙を書く

必要がある｡

3) 1es memos du SNES 200512006, Stagiaires TUFM, 2005, p.41.

4) Anne Fer且y, Defendre notre pouvDir d'achat, Les documents du

SNES, Supplement, No　623, 2005年8月26日付.
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◎　フランス-くりでの資料収集(2005年11月)直前に､小

野田正利氏(大阪大学)より資料提供および貴重なアドバ

イスをいただきました｡改めてお礼を申し上げます｡もし

本稿において､誤りや誤解があれば､すべて私の責任で

す｡

◎　フランス･パリでの資料収集では､私の友人ステファ

ン･ロバン氏(Professeur Sはphane Robin)の綜介で､パリ13

区ロダン高校数学教師オリビエ･サルラン氏の協力を得る

ことができました｡末筆ではありますが､お礼を申し上げ

ます｡

Je ne sa主s pas comment remercje ProfesseuT OllVier Sarlin

(]yc色e Rodin a Paris).
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<参考資料>

フランスの中等教員給与明細モデルを､以下に掲載する(SNES, Memento du Sl, droits et enjeux, 2005, p.113,)o
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中等教育正教員給与明細

注)控除金額欄合計欄が､ 65.59ユーロになっているD Lかしこれは､ 473.22ユーロの誤り｡

1　支払い月

2　給与明細書ナンバー

3　労働時間

･ ｢+DE 1201日の記述は､当人の労働時間とはまったく関係がない｡これは､社会保障の観点から､必要労



66 東京大学大学院教育学研究科教育行政学研究室紀要　第25号　2006年

働時間働いたということを意味している｡
･逆の場合には､何も記述されない｡

4　ポスト

･出納部管理コード

･勤務学校コード

5　勤務学校の文字による名称

6　省識別

･学校教育は､ 106

7　国立統計･経済研究所番号あるいは社会保障番号

8　グレード

9　扶養する子ども

･家族手当および給与家族補助の権利を明らかにする要素

10　給与指数を決定する等級

11グレードおよび決定された等級に対応している新加算指数(I NM)

12　完全職務の一部(パートタイム)

13　経理業務で使われるコード

14　当人の等級と指数に対応した､また､パ-トタイムを考慮した基本給

15　公務員年金負担:基本給の7,85%

16　居住地域手当

･いくつかの地域において(大都市､大都市周辺の町村)､より重要な補助として予定されるこの手当は､ 3

つのゾーンで分類される職務遂行場所によって割り当てられる｡ゾーン1 (割合:基本給の3%)､ゾーン2

(割合: 1%),そして､ゾーン3は手当なし｡

17　給与家族補助

18　社会保障分担金(課税所得控除対象外社会保障分担金)

i (基本給+住宅手当+給与家族補助+諸手当) × 95%の2.4%

19　社会保障分担金(課税所得控除対象社会保障分担金)

･ (基本給+住宅手当+給与家族補助+諸手当) × 95%の5. 1%

20　組合債務償還分担金(CRDS)
･ (基本給+住宅手当+給与家族補助+諸手当) ×95%の0.5%｡これは､ 1996年2月1日以来､ 0.5%の均一

比率で､所得税控除対象外の就業所得および転職補償所得から天引きされる0

21社会連帯分担金
･ (基本給+住宅手当+給与家族補助+諸手当一公務員年金負担)の1 %｡これは､すべての国家公務員(過

職者を除く)が支払うべき失業分担金｡その割合は1 %｡全国商業産業雇用ユニオンの上限以下で､適用さ

れる(社会保障上限の4倍)0

22　共済組合

･全国教職員共済組合2.6%o基準は､住居手当を加えた基本給で設定される(上限:新加算指数820+最高

住居手当､つまり96.06ユーロ)｡

23　社会保険料雇用主負担金(情報として)

24　社会保障基礎

･基本給が該当

25　課税総額

･課税控除対象外の､純給与額､全国教職員共済組合費､組合債務償還分担金､社会保障分粗金､が該当｡




